教員資格審査チェックリスト（令和5年度）　　□にチェックをお願いします

· 申請者　　　 　　　　　　　　　　　　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 申請専攻・講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専　攻　　　　　　　　　　　　　講座　
研究科教員候補者推薦名簿
· 年月日は西暦で記載しています
· 氏名にはふりがなをつけています
· 所属は、大学名と「学部名」、「○○学域○○学系」、「学部附属施設名」、「大学共同教育研究施設等名」等を記載しています
· 連合農学研究科の専攻名・連合講座名は、資格申請をする専攻名・連合講座名を記載しています
推薦書（別記様式第１号）　
□「１　職・氏名等」の「所属」は『研究科教員候補者推薦名簿』の「所属」と一致します
□「２　連合農学研究科教員となった場合の専攻・連合講座等」は『研究科教員候補者推薦名簿』の「専攻名、連合講座名、専門分野名」と一致します
履歴書（別記様式第２号）
· A４用紙１枚で作成しています
· 年号はすべて西暦表記しています
· 該当がない場合は、「無し」と記載しています　
教育研究業績書（別記様式第３号）
· 業績は上限以内です（上限：主指導教員３０編、副指導教員２２編)　
· 論文と論文の間（又は著書と著書の間）は１行のスペースを空けています
· 「論文Ⅰ」及び「著書」の使用言語は日本語（又は英語）です（除く：社会科学系の外国人教員）
論文Ⅰ　
□「論文Ⅰ」とは次のA～Dの学術雑誌に掲載されたFull paperの査読付き原著論文で、指定以外の国際
会議等のProceedingsは含みません
[bookmark: _GoBack]※A,B,C,Dの順で確認し、該当するいずれかのアルファベットを記載しています
A：Clarivate Analytics のInCites Journal Citation Reports のリストに掲載されているｲﾝﾊﾟｸﾄ
   ﾌｧｸﾀｰ付き学術雑誌
B：日本学術会議協力学術研究団体が発行する学術雑誌
C：PMCに登録されている学術雑誌　　　
D：その他
· 論文番号（業績は古い順に記載しています）
□ 著者名（共著の学術論文については、著者全員を記載、申請者氏名はアンダーラインを引いています）
· 発行年(西暦表記)（最近5年間＝[2018年7月から2023年6月まで]の業績について、発行年月を明記しています。オンラインのものはその旨明記しています。
· 論文名 日本語又は英語表記で記載しています（社会科学系の外国人教員のその他の言語で書かれた論
文の場合は、原文を書いた上で和訳又は英訳を（　）書きで記載）
· 学術雑誌名（単行本の書名）はフルタイトルで記載しています
· 旧雑誌名の場合は、申請時の雑誌名を記載した後に現在の雑誌名を（　）書きで記載しています
· 巻、号：開始頁－終了頁を記載しています
· 学術雑誌の分類（Ａ～Ｄ）を記載しています
論文Ⅰとして取り扱う個別報告論文（又はProceedings）は、学術雑誌の分類（Ａ～Ｄ）ではなく個別報告論文（又はProceedings）と記載しています
· 発行機関の名称を記載しています（学会が発行していない場合は出版社名等）
· DOI番号がある場合は記載しています
· ｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｵｰｻｰである場合、「ｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｵｰｻｰである」と記載しています（ﾌｧｰｽﾄｵｰｻｰかつｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｵｰｻｰの場合は記載不要）またｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｵｰｻｰであることが別刷で確認できます
学術論文に短報などのFull paper以外の論文を含む場合の取り扱い　
□「論文Ⅰに相当する理由書（様式任意）」を論文毎に添付しています
□ Full paper以外の論文数は上限内です（指導教員資格：３編まで　副指導教員資格：２編まで）
著書（社会科学系のみ記載できる）（記載は論文Ⅰに準じる）
· 単著か共著か分担執筆かを（　）書きで記載しています
· 共著及び分担執筆の場合は、申請者の執筆部分の題名及び開始頁－終了頁を記載しています
